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第４節 主体的・対話的で深い学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的 

対話的 深い学び 

〇指導内容の明確化・重点

化。 

・易しい課題から最適な課

題を設定する。有能さの

認知と自己決定。 

 

〇単元のはじめに学習の見

通しを提示する。 

・「〇〇がしたい。そのため

にはどうしたらよいか」 

 

〇課題と課題解決のための

活動を提示する。 

・気づき，段階的な理解。 

 

〇学習の振り返りを設定す

る。 

・「楽しそう」「やってみた

い」「うまくできた」「もう

一回挑戦したい」「こうし

たらもっとおもしろいか

も」「こうしたら難しくな

るかも」「楽しそうなので

きたな」 

 

○学びの成果を確認する。 

・「○○くんの技がとても

きれいだったよ」 

他者からの称賛，教師の

語彙を増やす。 

〇試行錯誤の繰り返し。 

・他者の力を得ながらも，

自分の力で解決できる

ように自分なりの行い

方を見つけさせること

が大切。 

 

〇「わかる」「できる」を組

み合わせる。 

・運動の意味や価値等に

気づく，思考の深まり

方。 

 

〇発表もしくは教え合わ

せる。 

（例）創作ダンス 

・【発表】「私たちが一番面

白いと感じた理由は…

…」 

・【教え合い】「私が一番面

白いと感じた理由は…」 

「そうか，そういう見方

もできるよね」 

（例）球技：ゴール型 

・【教え合い】「人がたくさ

んいるから，空いている

空間にいるといいよ」

「そうか，そうしたらパ

スがもらいやすいね」 

 体育の見方や考え方の

醸成。意図的に設定す

る。 

授業を行うにあたっての注意点 

・各教科等の特性に応じた「見方・考え方」を働かせた授業の創意工夫を心がけましょう。 

・一単位時間にとらわれず，単元や題材のまとまりとしてアクティブ・ラーニングの視点を

生かした授業設計をしてみましょう。 

・学習成果につながらない「活動あって学びなし」の授業は見直しましょう。 

・意味のある学びにつながらない，「指導の型をなぞるだけ」の授業は見直しましょう。 

・今まで行ってきたことでも，必要性や妥当性がないものは見直しましょう。 

〇気軽に表現できる雰囲気づくり。 

・「ぼくがやるのを見て」「うん，わかった」 

 

〇学習課題に沿った対話。 

・「バランスをとるのは難しいね」「手を使

ってバランスをとるといいよ」 

 

〇見合いや教え合いのポイントを提示す 

る。 

・タブレットやアドバイスカードの活用。 

 

〇対話のための準備もしくは複数で話し

合わせる。 

・【準備】「一番印象に残ったのは〇〇の場

面だった」と学習カードやホワイトボー

ドなどに書く。 

・【複数】「○○の場面が一番印象に残った

よ」「そうかな，私は○○の部分はわか

りにくかったけど」と話合いや発表活動

を行う。 

＊主体的……学習活動を見通し，振り返り，課題を解決していこうとすること。 

＊対話的……他者との協働を通し，自分の考えを広めたり深めたりしていこうとすること。 

＊深い学び…体育の見方・考え方を働かせ，試行錯誤を重ねて思考を深めること。 


